居宅介護支援事業者のみなさまへ
短期入所サービスの利用については、利用者が居宅で自立した日常生活を維持するために利用されるべきものであることや、短期入所サービス専用のベッドに限りがあることにより、できる限り、認定有効期間のおおむね半数を超えない範囲で居宅サービス計画の作成に努めるものとされています。

しかし、一律に短期入所サービスの利用を制限することは、利用者の心身の状況等を勘案した際に、困難な事例も想定されるため、短期入所サービスの弾力的運用を図り、特に必要と認められる場合においては、認定有効期間の半数を超えて短期入所サービスを利用することができることとなっております。
当市におきましては、短期入所サービスを認定有効期間の半数を超えて利用計画に位置づける場合、半数超え利用の承認申請が必要となります。
なお、申請書の記入にあたっては、次の点について詳細に記入願います。

１　被保険者の身体状況、家庭状況から、半数を越えて短期入所サービスを利用しなければならないやむを得ない事情。
２　施設等への入所待機状態にある場合、入所の申込日と現時点での状況。（待機の順番、判定会議に上がっているかなど。）
３　短期入所サービスが半数を超える利用とならないための改善策。（申込み施設を増やす、他のサービスとの利用を組み合わせるなど、短期入所サービス半数超え利用の早期解消に向けての今後の策。）
※　提 出 書 類　
　

· 承認申請時　・短期入所（認定有効期間内）の半数超え利用について

・短期入所サービス利用計画書

・ケース担当者会議録

※承認期間中はサービス利用票と別表（実績）を毎月提出してください。
· 利用解除時　・短期入所（認定有効期間内）の半数超え利用解除について
　　　　　　　　　（施設入所、死亡、長期入院などによる利用解除）
